
一般演題（口演）
第８会議室 （敬称略）＞

10:00－10:10
在宅専門のグループ診療所における複数医師制と主治医制のメリットとデメリットにつ
いて、両者を経験した多職種の視点からの考察 ドクターゴン鎌倉診療所・栗原 大輔

10:10－10:20 グループホーム入所前の治療歴からみる地域に必要な認知症診療 (医)拓海会　神経内科クリニック・伊藤 英樹

10:20－10:30
ケアマネジャーを対象とした教育プログラムの効果に関する検討（第１報） 愛知ケアマ
ネ研究会入門コース受講者を対象としたアンケート調査結果から

名古屋大学大学院医学系研究科・辻 典子

10:30－10:40 中山間地域における在宅患者の入院後の転帰について：後ろ向きコホート研究 佐久総合病院付属小海診療所・長谷田 真帆

10:40－10:50 気管切開管理を行っている在宅療養患者における下気道細菌叢に関する検討 東京女子医科大学東医療センター・山中 崇

10:50－11:00 グループホームの治療内容からみる在宅医に求められる認知症診療の知識 (医)拓海会　神経内科クリニック・藤田 拓司

11:00－11:10 地域における在宅医療連携の課題についてのフォーカスグループディスカッション 衣笠病院・黒崎 香

11:10－11:20 主介護者の精神的状況に起因した在宅療養障害例の検討 （財）脳神経疾患研究所附属総合南東北病院・大原 宏夫

11:20－11:30 在宅医療における有床診療所の役割 医療法人社団プラタナス松原アーバンクリニック・荒木 庸輔

11:30－11:40 在宅医療における病診連携の検討 医療法人社団健祉会レシャード医院・レシャード カレッド

11:40－11:50 訪問嚥下診察における8年間の原因疾患の変遷 大阪大学歯学部附属病院・深津 ひかり

11:50－12:00
在宅医療の推進には24時間体制の訪問看護ステーションの労働環境の改善が必要
～JA長野厚生連訪問看護ステーション横断調査～ JA長野厚生連佐久総合病院・小松 裕和

09:00－09:10 在宅療養患者における在宅看取りを可能にする因子の検討 忠和クリニック・小串 哲生

09:10－09:20
在宅緩和ケアにおける病診連携の問題点について ～当院における在院日数と麻薬
使用開始時期の検討から見えるものと文献的考察～ 立川在宅ケアクリニック・荘司 輝昭

09:20－09:30 在宅緩和ケア実施がん患者に対し、死亡場所の選択に影響を与える要因の検討 (医)拓海会　
大阪北ホームケアクリニック・白山 宏人

09:30－09:40 自宅で看取りを行なうために～医療面から見えてくること～ 拓海会神経内科クリニック・波江野 茂彦

09:40－09:50 非がん患者の在宅緩和ケアと医師による予後予測 岡山大学大学院保健学研究科・齋藤 信也

09:50－10:00
医師のスピリチュアルケアに関する質的研究━看取りをする医師へのインタビュー調
査から━

順天堂大学大学院公衆衛生学講座・山口 鶴子

10:00－10:10 在宅医療連携拠点事業に依らない在宅医療推進の例 鈴木内科医院・鈴木 央

10:10－10:20 在宅医療連携拠点事業による被災地釜石の在宅医療連携構築の経過と課題 釜石ファミリークリニック・寺田 尚弘

10:20－10:30 多職種合同カンファレンスを通じた職種イメージの変化 あおぞら診療所・片山 史絵

10:30－10:40
多職種連携間での共有すべき情報の検証における自己評価の有用性 ～千葉県柏市
における在宅医療推進の取り組みから見えてきたこと～

東京大学高齢社会総合研究機構・木全 真理

10:40－10:50 市町村単位の在宅医療多職種連携研修会を受講した多職種の意識変化 東京大学大学院医学系研究科・土屋 瑠見子

10:50－11:00 在宅医療連携拠点事業者意見交換会の開催とその意義 あおぞら診療所・中里 和弘

11:00－11:10 演劇表現による多職種連携プロセスの模擬体験を用いたIPEの取り組み オレンジホームケアクリニック・有賀 公恵

11:10－11:20
ステージアプローチに基づく認知症グループホーム入居者の経過シートの作成 ─長
期経過の把握と終末期の意思決定プロセスを支える─ あおぞら診療所・向後 裕美子

11:20－11:30
インターネットを活用したリアルタイムな多職種連携 ～夕張地域におけるサイボウズ
Live導入例からの分析～ 夕張市立診療所・中原 宏和

11:30－11:40 認知症の初期集中支援サービスの構築に向けた桜新町アーバンクリニックの取組み 医療法人社団プラタナス桜新町アーバンクリニック・片山 智栄

11:40－11:50 高齢社会における地域ぐるみの見守りシステムモデル構築へ向けた取り組み 社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス東埼玉総合病院・中野 智紀

11:50－12:00
主治医－副主治医制による在宅診療のバックアップシステムの構築 ～千葉県柏市に
おける在宅医療推進の新たな取り組み～

東京大学高齢社会総合研究機構・久保 眞人

　　　　　　在宅医療の研究　　　　　【座長】村山大和診療所・森　清

　　　　在宅医療の実践　　　　　【座長】放送大学 ・田城　孝雄

2日目
（31日）

1日目
（30日）

　　　　　　　　　　　　　　　新しい取り組み　　　　　【座長】坂の上ファミリークリニック・小野宏志

　　　　　　　　　　　　　　　　　多職種連携　　　　　【座長】新田クリニック・新田國夫

　　　　　　　　　　　自宅での看取りと終末期ケア　　　　　【座長】坂本医院・坂本　仁


